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【質疑応答】 

≪上下高等学校，東城高等学校及び湯来南高等学校の今後の在り方について≫ 

N H K  今日，教育委員会〔会議〕の方に，統廃合などの検討対象となっていた学校への

対応方針の素案が出されたと思います。この件についてお伺いしたいんですけれど

も，令和６年度の状況まで見極めるというような判断になったかと思うんですが，

これはどういったところを考慮して御判断されたのかというところをまずお伺いし

たいと思います。 

教 育 長  本日の教育委員会会議でも議論なされましたけれども，上下高等学校，東城高等

学校それから湯来南高等学校などから，直接，学校活性化地域協議会の御意見を聴

取いたしまして，判断をいたしました。詳しくは担当の方から御説明をさせていた

だきます。 

学校経営戦略推進課  今の教育長のお話ですけれども，「今後の県立高等学校の在り方に係る基本計画」とい

うのがございまして，２年連続で全校生徒数が 80 人を下回った場合には，学校活性化地

域協議会の意見を聴取するということが一つのルールとなっております。ということがご

ざいまして，本年５月１日で２年連続〔全校生徒数８０人未満〕が確定したものですから，

その５月１日以降，３校の学校活性化〔地域〕協議会が開かれたところに，当課の課長を

はじめ，関係職員が参りまして，事実を伝えたうえで，〔学校活性化地域〕協議会として

の御意見を聴取しました。その中で３校とも，地域の子供が非常に少なくなっているとい

う状況がある中で，やはり地域の子供の高等学校教育を受ける環境を確保していかないと

いけないというところを非常に思われておりまして，なんとしても存続させなければいけ

ないということで，この３校とも，非常に強い思いをまず示されたということと，さらに，

学校の活性化でありますとか魅力化，あるいは生徒数の確保に向けて，地域としても学校

を支えていくということで非常に強い思いも示されまして，協力や支援をしていくという

ような意見が多数出されたところでございます。それを受ける中で，校長の方からも生徒

数の確保であるとか学校の活性化に向けて，具体の計画であるとか方針が出されたという

ようなところを勘案しまして，教育委員会としてもそうであるならば，そこに期待をでき

るのではないかということで，令和６年度までを最長として，学校の活性化あるいは全校

生徒数80人以上となるところを待とうというような判断をしたところでございます。 

N H K  有難うございます。これに関して，地域の子供の数が減っているということも先

ほどおっしゃっていたかと思うのですが，今後，この２年間の猶予を設けて，教育

委員会としてはどのようにこの３校について支援とかをしていくのかというお考え

があるのかというところと，中山間地域自体が，子供がどんどん減っているという

ことで，この３校以外にも今後，〔統廃合等の検討〕対象となる学校が出てくるのか

なと思うんですが，そういったところへの御対応をどのように考えられているのか

ということを教えてください。 

教 育 長  ひとつは，中山間地域だけではなくて日本全体の子供の数が減っております。これはも 

      う厳然たる現実でございまして，もう 15 年後まではだいたい子供の数が 15 歳まで人口

が出ておりますので，非常に厳しい状況というふうに思っております。その中で，「今後

の県立高等学校の在り方に係る基本計画」に基づきまして，これまでも県教育委員会とし

ては学校活性化地域協議会と連携しながら，様々なことに手を打ってまいりましたけれど

も，今後もそれは引き続きより強固なものにしていきたいと思っております。この他〔の

学校〕にも，〔統廃合等の検討対象となる可能性は〕どうなんですかと聞かれたときに，

それはもちろんあり得ますし，あり得ないとは言えませんし，私ども教育委員会としても

地域の大事な大事な学校なので，もちろん存続させたいです。ただこれは，やはり現実的
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なものがございますので，そうしたいとも言えないというふうに，大変苦しい決断をしな

ければならないときが，どこかで，それが来年なのか再来年なのか，10年後なのか20年

後なのか分かりませんけれども，今のこの 15 歳までの人口動態を見ると，そういうよう

な決断を誰かがしなければならないというふうには思っております。それまでも，地元の

子供が来てもらえるように魅力的な教育内容を作ったり，あるいは全国募集をしていると

ころなんかもあります。ただこれも，正直〔生徒の〕取り合いになっていると思います。

そこの部分をどうしていくかということについては，現状を見ながら最大限やっていきた

いと思っております。 

 

≪学校用 PC 等に係る談合の報道について≫ 

時事通信  昨日報道があったんですけれども，広島県と広島市が発注した学校用のパソコンで，入 

      札〔の〕談合計画があったのではないかというふうに各社とも報じられていましたが，こ 

      の件に関して，県教〔育〕委〔員会〕として，どの部分の発注が今回の問題で指摘されて 

いるのかといった，把握していることについて説明していただきたいのと，今後，公〔正〕

取〔引委員会〕から命令が出ると思いますが，〔命令が〕出たときの対応について，今の

ところ考えていらっしゃることがあったら教えていただけますか。 

教 育 長   公正取引委員会の方から正式な発表があったわけではございませんので，事実関係につ 

いて，詳細は申し訳ありませんが分からないです。その中で，仮に学校用のパソコンの入 

札において談合が行われていたのであれば，これは大変遺憾なことであると認識をしてお 

ります。県教育委員会といたしましては，公正取引委員会からの調査依頼があった令和２ 

年 10月以降，全面的に協力をしてきました。引き続き，公正取引委員会の動向を注視す 

るとともに，子供たちの学びに影響が生じないように対応してまいりたいと考えておりま 

す。 

 

 


